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第二 次大戦 後 東 京 大学航 空学 科 にお け る

燃 焼研 究 の始 ま り

昭和 20年 終戦によ り,東 大航空学 科 (大正 9年 に開設)

における航 空関連研究 は中止を余儀 な くされた 当 時講師

として熊谷 清一郎先生の所属 してお られた原動機専修 の分

野は昭和 29年 の航 空学科再 開まで ,機 械工 学科に所 属す

ることにな る 先 生が工学 部の中にあって,燃 焼現象論 と

い う物理 化 学的な分野に踏み込 まれたのは,い ままでや

っていた航 空原動機関係の研究 を中止せ ざるを得なか った

とい うことも,原 因の一つか もしれない

昭和 20年 4月 初 め我々同窓 9名 は, それぞれ旧制高校

を 2年 で卒業 し上京 した 入 学式 もな く,本 舛「の工学部 2

号館 3階 の安田講堂前広場 に面 した富塚清教授室に直接出

頭 したが,ま ず教授が大 きい声 で,「科学技術の差 で この

戦 は負 けだJと 話 された のには驚いた 当 時は一億 玉砕の

文字が 日々新聞面 に躍 り,い ずれ我々 も徴兵 され…… とい

う予感の日々であつた 小 生は杉並 区に下宿 したがす く
｀
に

東京山手の空襲で焼 け出され,同 じく焼 け出された仲間 と

2号 館で共 同生活を計 された 当 時航空 原動機の先生 で本

郷で研究を してお られたのは熊 谷先生だけで,学 内に宿泊

し時間に余裕のあった小生は,や がて卒研 を待たずに実験

のお手伝いをすることとなった

熊 谷研 究 室 の初 期 の状 況

東京大学の本郷校合は好運にも空果の被害をうけなかっ

た 研 究室 には当時 としては貴重な 3-エ レメン ト電磁オ

ッシログラフ,直 径 10 cm以 上ある長焦点シュリーレン用

レンズなどがあ り, また設備の整った写真暗室,工 作室な

ども手近に利用で きた 終 戦前で, まだ酒井忠 美先生が研

究室にお られなかったので,熊 谷先生に直接オッシロの使

い方,シ ュリーレン系の組立方法な どを教えていただいた

昭和 29年 の航空学科再開までについてみると,4年 先輩

の飯沼一男先生 (法政大効 ,1年 先輩の磯 田浩先生 (東大教

養学部)な どと, テーマ は異なるが一緒 に研 究 させて いた

だいた 当 時研究室 では,一 冊 だけあ った Lcwis and von

Elbcの 本 を必要に応 じて回 し読み していたが,小 生にとっ

てはパイブルのようなものであ つた 研 究テーマ は,ほ と

ん ど燃焼現象論の範疇に属す る ものであつたが,当 時の研

究成 果の詳組 は,「燃焼 J(熊 谷 清一郎著 ,岩 波 全書)に 書

かれている 同 書 による と,国 内向け成 果報告は,熊 谷先

生が編集委員 を していた 「機械の研究 (養賢蛍)Jに よる発

表が多いが, これは,当 時燃焼現 象論の論文が機械系 の論

文集では受理 され難かつた ことによる

飯沼先生の初期 の研究は,宇 宙科学研究所 (1日航空研究

所)の 山崎研究室の可変圧縮比 火花点火機関を用いて行わ

れたが, この機関は研究用 とい うことで,終 戦時接収 を免

れた ものであ る こ の頃の実験 テーマの一つ は,「 燃焼 J

巻頭 頁のシュ リー レン写真が示す乱 れの燃焼促進効 果をぅ

実機で確認 することであつたが, この件で,山 崎先生 と熊

谷先 生は当時めず らしか つた特許申請をされた 昭 和 25

年小生 も駒 場の宇宙研へ出向 して,卒 研生の醍 醐忠久氏 と

この機関 を使用 して実験 したが, 山崎先生 は経験の浅い 2

人に,貴 重な装置の使用法を懇切に教えて下 さった

昭和 27年 MITで 開催 された第 4回 国際燃焼 シンポジウ

ムに出席するた めに,熊 谷先 生は,西 脇仁 一教授 (東大機

械工学 的 と二人 で貨物船 で米国東海 岸へ,パ ナマ経由で

出張 された 船 会社の好 意によるとの ことで あつたが, こ

れが敗戦後 間 もない日本の実状 であつた こ のご出張 は帰

路 も貨物FHNであったた め,3ケ 月以上 になった と思 う 当

時研究資料 を交換 していた B Lcwis博 士 (米国鉱山局, ピ

ッッバ ーグ)と ,直 接面 談 したい という強い ご希望 もあっ

た し か しこれ は,喘 息の持病 を持つ先生に とって は,命

がけの決断 で,奥 様がたいへん心配をしてお られた こ の

ご心配は出航後, 日本を離れ た ら喘息の発作が出 な くなっ

た とい う米国 か らの手紙 を受 け とる まで続いたが,… …

帰国後 , 日本か ら熊 谷 とい う高名の学者 が来た という,先

生の写真入 りの ピッソバーグの新関を見せていただいた

昭和 29年 ,米 国 (国内 燃焼学会に対応す るもの として,

日本燃焼研究会が設立された 戦 前 MITの H C HOttcI教

授の所 に留学 してお られた矢木 栄先生をはじめ,金 原寿郎

先生 (上智大学),疋 田強先生 ,熊 谷清一郎先 生,山 崎毅六

先生 (宇宙研),西 脇仁一先生,功 刀雅長先生 (京都大釣 な
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どが参カロされた

その頃のあ る日研究室で,熊 谷先生が, 自 由落下容器内

での液滴燃 焼実験 を提案 された 磯 田先生が この問題に驚

異的な意欲 を持って取 り組み,実 験室の外 ,建 物の階段 部

分のスペースを利用 してこの実 験 を逐行 し,燃 焼学 にお け

る重要な分野の端緒を開かれた

国際燃 焼 シ ンポ ジ ウム に参加 した思 い 出

昭和 29年 に航 空学科が再開された後,小 生は卒研及び

大学院生の研究の指導 を行 うという重責を負 うこととなっ

た 研 究 テーマは燃焼現象 に関す るもの を続 けて いたが ,

この時はじめて,研 究結果を投稿受理 される論文 の形 に仕

上↓デることが非常に努力を要す ることを知った 熊 谷先生

はご努力 もさることなが ら,評 価 される形 に論文 を仕上げ

る特別な資 質 もお持ちであった と思 う 酒 井先生に は,終

戦後研究室 でお会い して以来東 大 を停年退職 された後 まで

も,研 究テーマ の選択ぅ合理的な実験法及び装置製作法 等

にないて絶 えず貴重 なご助言を頂いた 富 塚清先生 は終戦

後間 もな く東京大学 を退職 され た 第 二次大戦 中か ら当時

の風潮にも屈せ→ 将来我が国 の進路は技術立国のみであ

るとい うご見解 を,我 々学生に問いかけてお られた先生が,

言論 報国会 に入って いた とい う形 式上の ことで,GHQに

より追放 されたの は残念であった 昭 和 45年 頃か ら約 15

年間,小 生は都内 に移 り住んだが,そ こが思いがけず先生

の農場の近 くであった 再 び先生の人格  識 見に触れ る機

会を多 く持たせていただいたが,90才 を過 ぎて も先生のご

気力に表えはなかった

CITで 開催 された第 8回 国際燃焼シンポジウム (昭和 35

年)は ,小 生最 初の英語 の講演発表 であつた 記 憶 に よる

と,金 躍 日の午後,シ ンポジウム最後 のセ ッシ ョンで,且

つその最後 の二つの論文が,辻 廣先生 と小生の論文であつ

た 小 教室 での発表 で,出 席人 数は 10人 あま りと少なか

つたが,論 文集 に載せて もらった ことで,私 は充分満足 し

た ヨ セ ミテ, コーネル大学の第 9回 (昭和 37年 )に も出

席 したが,論 文はポス ターセ ッシ ョンにまわされた ケ ン

ブリッジ大学の第 10回 (昭和 39年 )に は,前 回のポスター

発表の資料 (火炎振動に関する実殉 に理論解析 を加 えた論

文を提出 し受理 された こ の ときは,講 演発表 は講堂のよ

うな大 きい部屋で,思 いがけない多数の 出席者で あつた

講演を予定通 り終 えて, さて どんな質問が くるか と構えた

ときに,類 似 テーマの研究を小生の次に発表 する MITの

T Y ToOng教 授が挙手され,長 い講演をされた リ スエン

グ能力不足 で十分理解で きなか ったので,文 書で解答 す る

とい うことで司会者の了承を得 た セ ッシ ョン終了後】教

授 とお話す る機会があったが,演 説の内容 は小生の研究 と

ご自分のグループの研究の関連について説 明されたもので

あった

CITの 第 8回 シンポジウムの ときには,以 前のシンポジ

ウムに出席 された先 生方の場合 と同じく,航 空機 は MATS
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(米軍関係者用 HHj送陶 に使乗 させて もらった 同 行は矢木

先生ぅ 熊 谷先 生,辻 先生,古 川義 一氏 と私 であつた JAL

のジ ェッ ト機 が大 平洋禄 に就航 して 間 もない頃で あつた

が, プロペ ラのMATS機 は ミッドウェイ, 夕ヽフイ, シスコ

を経てコス に到った シ ンポジウム後辻先生は在米の友人

の所へ 立ち寄 られ たが,熊 谷先 生,吉 川氏 ,私 の 3人 は,

レンタカーでロスか らヨセ ミテヘ行 く矢木先生に同乗 させ

ていただい た シ ーズンオ フとのことで, ヨセ ミテ山 Ⅲの

高級ホテル に安価で宿泊で きた 私 にとって は,最 初の米

国旅 行であ り夢のよ うな数 日間であ った 大 型車 に乗 り,

ご風格のあ る矢木先生 と同行 している我々は, ヨセ ミテ公

図入口で管理人に Dip10matic Cottsに間違え られた ことも

覚えている :た だ, ヨセ ミテの山の中腹 で,矢 木先生が,

車の冷却水 の点検 をするために プラグを外 した とき,蒸 気

まじりの熱水が lmほ ど真上 に吹 き上げた のには驚いた,

お怪我はなかったが  コ ーネル大学の第 9国 の ときも,旅

費を工面 した覚えがないことか ら,多 分 MATSに 便乗 した

もの とおもう ケ ンブ リッジ大 学の第 10回 の ときは,ま

だエ コノミーの料金設定のない ときで, ヨーロッパ ヘの正

規の航空運 賃を苦労 して工面 し出席 した ロ ン ドンを経て

ケンブリッジ大学の寮事務所 に到着 した ときは,既 に真っ

暗になっていた そ こで偶然一緒 になった秋田先生 と私は,

Corpus Chnshと ぃ ぅ建1//J(1200年代に大学で最初 に建て ら

れた学 寮)に 案内 されたが,体 H浸中で建7//Jには人気がな く

不気味であ った 秋 田先生は建物の入口す ぐ横の部屋であ

つたが,不 運にも私は薄暗い階段を上がった 2階 の奥の部

屋があて力も れ,寝 苦 しい旅の一夜を過 ごす こととなった

核融合 が注 目された昭和 35年 頃になると,航 空学 科で

も卒研,大 学院の研 究 にプラズマ関連の テーマを希望する

学生がでて きた 彼 らの意欲 に引きず られて,小 生 も,電

気放電 を応 用 した燃焼 さらにプ ラズマ関連の問題 まで研究

分野を広 げ ることとなった 電 離気体が専門である金原先

生にはこれ らの研究に対 して,講 演会で度 々貴重なご意見

を頂 いた ま た先生に紹介 していた だいた,H F Calcotc

博士にも, 国際シンポジウムにおいて しば しば貴重な,且

つ好意的なご意見を頂 き非常に有 り難かった

昭和 49年 には第 15回 国際燃焼シンポジウムが東京で開

催 されたが, 国際学会は日本では まだ珍 しい時で あった

疋田先生 と秋田先生は責任者 と して,ま た他の先 生方 も苦

労 されたが ,海 外か らの多数の参会者に楽 し く滞在 してい

ただいたこ と, またそれ以後我国で燃焼 に関心 を持つ方が

増えた ことで関係者一同満足 した 旅 費の都合で第 10回

以 降出席 して いなか った小 生 も,第 15回 以降研 究室 の

方々 とで きるだけ出席の機会を作 るように研究に励む こと

となった

むすび

終戦の昭和 20年 (1 9 4 5 )から,我 国で第一回燃焼 シンポ

ジウム (1 9 6 8 )が開催された頃までのことを,思 い出すまま
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に書 かせていただいた

エネルギー の有効利用,環 境FHD題,火 災をはじめ とする

各種災害の 防止等は,第 一回燃焼 シンポジラム以前か ら注

目されていた課題であるが,人 類社会の発展 に対 して,今

後 とも継続 して,よ り高度の技術開発が もとめ られている

古 くて且つ新 しい課題である

国内の燃焼 シンポジウムにおけ る研究発表数は,第 一回

以降,燃 焼 学会 50周 年 の今 日まで着実 に増加 して お り,

また近年で は,国 際燃焼シ ンポジウムをはじめ多 くの国際

学会におい て,我 国の燃焼研究者,技 術者の活 躍が目立つ

が, これは資源 がな く技術立国が要 求されている我国に と

ってまことに喜ば しいことである

記念パーティでスピーチと乾杯のご発声をされる

木村逸郎先生 (Jう と会場風景(下)
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